
もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

「燃料体の処理」174体を完了
目標工程を安全かつ確実に進めるための取組み

この研究に携わっている機構職員

2015年に入社後、当直で現場の感性を養い、廃止
措置作業の検討を通じてプラントへの知識を深めてき
ました。これらの経験を活かして現在は燃料取扱設備
操作チームのリーダー役に従事しており、業務の効率
化や人的資源の最大化を目的に日々業務に励んでいるところです。今後もチー
ム員が一丸となって「もんじゅ」の燃料体取出し作業を計画どおり達成できる
よう引続き頑張っていきます。
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